















































































×5　 読解作文Ｂ 読解作文Ａ 論文読解作成Ｂ
文字・音声 聴解コミュニケーションB 聴解コミュニケーションA 聴解プレゼンテーション






×2　 文型運用Ａ 論文読解作成Ｂ 論文読解作成Ａ
×5　 読解作文Ｂ 読解作文Ａ 聴解プレゼンテーション ディベート
聴解コミュニケーションB 聴解コミュニケーションA ×2　 ×2　
Ⅰ・Ⅱ　合　同　　ピ　ア Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ  合  同　　ＮＩＥ（News in Education）
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表記誤答の例：ａ インタネット  ←  インターネット
　　　　　　　ｂ よっくり  ←  ゆっくり
　　　　　　　ｃ さんぽう  ←  さんぽ
　　　　　　　ｄ ひいたんし  ←  （風邪を）ひいたし
　　　　　　　ｅ 写真をとて  ←  とって　　　つまてる ←   つまっている
　　　　　　　ｆ なれできました  ←  なれてきました
　　　　　　　ｇ 勉強するんは  ←  勉強するのは
　　　　　　　ｈ ゆでって  ←  ゆでて　　　お親  ←  親
　　　　　　　　 やめたいいんじゃないのか  ←  やめたいんじゃないのか
　　　　　　　ｉ いいじゃないの  ←  いいんじゃないの　　　しゅうふ  ←  しゅふ
　　　　　　　　 バーター  ←  バター
　　　　　　　ｊ いきがた  ←  いきかた　　　聞った  ←  聞いた
　　　　　　　　 恥ずかしいわげ  ←  恥ずかしいわけ　　　頑張で  ←  頑張って
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ようだ。一般論的な意見を交換することが難しいらしく、ひどく個人的な、ときにプライバシー
の領域かと思えるような意見や質問を出してしまう。しかし授業を重ねるごとに、自らの意見を
まとめることができるようになり、ゆっくりではあるが成長がみられる。
　 　ディベート科目担当教官の授業連絡用のweb掲示板上書き込みによれば「テーマの決定には『社
会的なもの』『身近すぎないもの』を選ぶように指導していましたし、討論のポイント・討論し
てほしい内容も客観的な設定にするよう指導していましたが、 今日はおしゃべりになってしまっ
た。」と、時にむずかしさも報告されているが、「まとまった量の聴解を行うことや社会問題に関
する日本語での意見交換にも慣れてきたようです。」「テーマに関する理解を深める質問・ 掘り
下げた質問が今日はできていた。」という成長を伺わせる報告もされている。今後ともテーマ選
定に工夫を続けたい。メタ認知力を刺激するような活動も増やしていき、自分で考える、産み出
す力を養うことで、レポートを書く力にもつながっていくのではないかと思っている。
（５）異レベル合同授業
　 　限られた条件の中でより多くの科目を各レベルに提供したいと願った苦肉の策なのだが、学生
間でも学びのやりとりが行なわれる場として功を奏している。背伸びしようとする下レベルの学
生とそれを応援しようと手助けする上レベルの学生が、「協働」の雰囲気をかもし出している。
　 　Ⅰ・Ⅱクラスの合同科目はいま話題の「ピア学習」をあて、歌や詩、書道、シナリオと劇、料
理レシピ、職員へのインタビューとキャンパスマップ作成、など様々な言語活動をもとに日本事
情や卑近なコミュニケーションに触れながらともに達成していく授業が毎週展開されている。
　 　Ⅲ・Ⅳ・Ⅴクラスの合同科目は新聞を教材に聴解・読解・作文・討論を学ぶ総合的な科目「Ｎ
ＩＥ（News in Education）」である。ここでの学生の成長は著しい。単なる語学力向上にとどま
らず、他文献をただ写して切り貼りするような新聞ではいけないこと、独創性のある記事として
まとめるためにはまず独自の意見を持つこと、どんな記事が読者にとって面白いのか、報道の自
由とプライバシーへの配慮・・・など、自国ではあまり考えてこなかったテーマについて深く学
んでいる様子である。記事作成に関してＮＩＥ科目担当教官が掲示板に以下のように書き込んで
いる。「学生Ａは“本国でもこの様な授業がありましたが、すべてどこかから持ってきて、 貼って、
終わりでした。”と。新聞とは何か、掲載のルール、どんな記事が面白いと思われる のかを理解
させるのは想像以上に難しいものです。」「日本のニュースや時事問題に関心を持って毎朝ニュー
スを見ている学生もいるらしく、話題も豊富で関心も強いです。」学生の気付きや成長・変化を
示す貴重な報告である。
　 　どちらの科目にも、「合同」であるがゆえのレベル不一致の困難がつきまとっており、教師の
工夫と忍耐が試される科目でもある。今後とも、扱う活動や教材に工夫を続け、効果をあげたい。
まとめと抱負
　本学は、留学生の数の少ない小さい大学であるが、小さいからこそ、教員と学生の距離が近い。
コースデザイン刷新による産出力育成のための試み
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留学生の弱点や長所をすみずみまで把握できる距離にいる。その利点を生かして、きめこまやかな
日本語教育を行ないたいと考える。一方的な知識注入式の教育ではなく、学生の反応を還元しなが
ら日々ベターな授業を提供したい。それによって、本学に留学してよかった、本学だからこそ学べ
たことが多かったと感じて欲しい。産出力を基盤にして学生の人間力向上に努めることが、そこへ
つながっていくと思う。
